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は
じ
め
に

室
町
・
戦
国
期
の
京
都
社
会
で
飲
用
、
ま
た
は
贈
答
な
ど
に
用
い

ら
れ
て
い
た
酒
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
小
野
晃
嗣
氏
に
よ
る
「
中
世

酒
造
業
の
発
達
」（
一
九
三
六
年
）
が
嚆
矢
と
い
え
る（

（
（

。
小
野
氏
は
、

こ
の
論
文
に
お
い
て
北
野
社
の
史
料
を
用
い
、
応
永
年
間
の
京
都
に

酒
屋
が
三
百
軒
以
上
も
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の

成
果
は
、
現
在
の
研
究
に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、小
野
氏
は
、京
都
に
京
都
外
の
地
域
で
造
ら
れ
た
酒
が
入
っ

て
き
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
同
氏
は
、
足
利
義

政
が
当
時
に
名
酒
と
い
わ
れ
て
い
た
天
野
酒
を
河
内
国
守
護
畠
山
氏

か
ら
進
上
さ
せ
て
い
た
こ
と
や
、
足
利
義
尚
が
奈
良
酒
こ
そ
最
も
良

い
酒
と
評
価
し
て
い
た
こ
と
等
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
義
政
・
義
尚
期
の
複
数
の
古
記
録
か
ら
は
、
諸
国
の

酒
に
京
都
の
人
々
が
関
心
を
も
っ
て
い
た
様
子
を
み
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）

二
月
一
日
条
に
は
、「
筑
前
国
練
貫
酒
小
樽
纔
有
レ
之
時
、
座
上
有
二

来
客
八
九
人
一
、
仍
勧
レ
之
、
皆
曰
、
久
聞
二
其
名
一
、
今
嘗
此
味
、

不
レ
勝
二
絶
嘆
一
也
、
似
二
奈
良
并
天
野
名
酒
之
風
味
一
云
々
」（
傍
線

筆
者
）
と
、来
客
ら
が
筑
前
国
の
「
練
貫
」
酒
を
味
見
し
た
と
こ
ろ
、

傍
線
部
の
よ
う
に
、
奈
良
酒
や
天
野
酒
と
味
が
似
て
い
る
と
評
価
し

た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
義
政
や
義
尚
が
好
ん
で
い
た
、
か
の
天

野
酒
や
奈
良
酒
を
飲
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
し
か
も
遠
国
の
酒
の
情
報

を
も
っ
て
い
る
よ
う
な
、
酒
に
通
じ
た
人
々
が
多
く
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
う
か
が
い
知
れ
る
。

他
に
、
内
裏
の
女
官
の
記
録
で
あ
る
『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
は
、

室
町
・
戦
国
期
の
京
都
に
お
け
る
酒

― 

山
科
家
に
よ
る
「
大
津
」
酒
の
入
手
を
中
心
に 

―

酒
　 

匂
　
　
由 

紀 

子
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将
軍
や
公
家
ら
が
天
皇
へ
献
上
し
た
酒
の
う
ち
、
京
都
以
外
の
地
を

意
味
す
る
「
ゐ
中
」
の
酒
を
用
い
て
い
た
例
が
散
見
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
当
該
期
の
公
家
の
日
記
か
ら
も
京
都
外
の
諸
地
域
の
酒
に
関

す
る
記
事
を
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
期
の
京
都

は
、
諸
地
域
か
ら
酒
が
流
入
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
室
町
・
戦
国
期
に
京
都
外
の
諸
地
域
か
ら
酒
が
京
都
へ

入
っ
て
き
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
野
氏
以
降
の
複
数
の
研
究

に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
従
前
の
研
究

は
、
諸
地
域
の
酒
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
京
都
へ
流
入
し
て
い
た
の

か
、
当
該
期
の
京
都
に
諸
地
域
の
酒
が
必
要
だ
っ
た
理
由
は
何
か
、

と
い
う
当
然
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
問
い
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
て
こ
な

か
っ
た
。

で
は
、
右
の
よ
う
な
京
都
外
の
諸
地
域
で
造
ら
れ
た
酒
の
流
通
に

関
し
て
、
研
究
が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

小
野
氏
に
よ
っ
て
、酒
の
小
売
業
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
請
酒
屋
」

が
中
世
京
都
に
存
在
し
た
と
論
じ
ら
れ
た
こ
と
に
拠
る
と
考
え
ら
れ

る（
（
（

。
す
な
わ
ち
、「
請
酒
屋
」
の
存
在
は
、
諸
地
域
の
酒
の
流
通
構

造
を
説
明
で
き
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ

こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
小
野
氏
の
「
請
酒
屋
」
に
関
す
る
考
察

が
近
世
史
料
に
み
え
る
「
請
酒
屋
」
を
補
助
史
料
に
据
え
て
論
じ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
氏
の
論
で
は
中
世
の

「
請
酒
屋
」
の
実
体
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
論
は
、
二
〇
〇
一
年
段
階
で
早
島
大
祐
氏
が
踏

ま
え
て
「
請
酒
屋
が
他
国
産
酒
を
買
い
取
り
、「
町
々
所
々
」
で
販

売
し
た
と
推
測
さ
れ
る
」
と
、考
察
を
展
開
さ
れ
て
い
る（

（
（

の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
早
島
氏
の
見
解
は
、
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
「
請
酒

屋
」
の
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
し
た
考
察
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
小
野
氏
の
考
察
を
論
拠
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
要
は
、
京
都

以
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
の
流
通
に
関
す
る
研
究
が
、
一
九
三
六
年

の
小
野
氏
の
研
究
か
ら
現
在
ま
で
、
何
も
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
の
先
行
研
究
で
問
題
な
の
は
、
小
野
氏
や
早
島
氏
が

取
り
あ
げ
た
中
世
史
料
に
、「
請
酒
屋
」
の
文
言
が
確
か
に
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
永
正
年
間
の
足
利
義
稙
期
の
も
の
な
の
で
あ
る（

（
（

。
つ

ま
り
、
右
の
研
究
が
用
い
た
史
料
は
、
京
都
社
会
に
お
い
て
京
都
外

の
地
域
で
造
ら
れ
た
酒
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
義
政
・
義
尚
期
の

酒
の
流
通
の
様
相
を
検
証
す
る
事
例
と
し
て
相
応
し
い
も
の
と
い
え

な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
、
義
政
・
義
尚
期
の
酒
の
流
通
に

つ
い
て
同
時
期
の
史
料
を
用
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
誰
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が
関
与
し
て
い
た
か
否
か
に
よ
っ
て
、
改
め
て
検
討
方
法
を
探
り
、

研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
、
京
都
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
が
ど
の
よ

う
に
流
通
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
酒
を
入
手
す
る
必

要
性
が
生
じ
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
す

べ
く
、
義
政
・
義
尚
期
以
降
の
古
記
録
を
用
い
て
検
討
を
行
う
。
特

に
、
公
家
の
山
科
家
は
、
当
該
期
に
当
主
の
日
記
の
ほ
か
、
家
司
の

日
記
も
残
っ
て
い
る
た
め
、
検
討
素
材
に
適
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
山
科
家
に
よ
る
京
都
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
の
入

手
方
法
に
注
目
し
て
検
討
を
行
う
。

第
一
章　

山
科
家
と
「
大
津
」
の
酒

（
１
）
大
沢
久
守
に
よ
る
「
大
津
」
酒
の
購
入

ま
ず
、
前
提
と
し
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
先
述
し
た
よ
う

に
、
当
該
期
の
京
都
社
会
に
お
い
て
京
都
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
が

流
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

山
科
家
で
も
、
当
主
の
山
科
言
国
が
奈
良
酒
を
用
い
て
い
る
記
事

が
あ
る
。
例
え
ば
、『
言
国
卿
記
』
の
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）

八
月
一
七
日
条
に
は
、「
暮
程
ニ
広
橋
へ
予
ヲ
可
レ
来
由
也
、
則
行
、

ナ
ラ
酒
ヲ
給
也
、」
と
、
言
国
が
広
橋
局
を
訪
問
し
た
際
に
、
奈
良

酒
を
手
土
産
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
に
、
家
司
の
大
沢
久
守
と
そ
の
甥
で
あ
る
重
胤
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
『
山
科
家
礼
記
』
に
も
、
京
都
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
に
つ
い

て
の
記
事
が
あ
る
。
例
と
し
て
、
同
日
記
の
う
ち
『
大
沢
重
胤
記
』

の
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
五
月
一
一
日
条
に
は
、

予
今
日
彦
兵
衛
殿
・
慈
鏡
・
将
監
・
長
拾
坊
・
衛
門
入
道
・
弥

五
郎
湯
付
仕
也
、
酒
な（

奈
良
酒
）

ら
さ
け
ふ
る
ま
う
也

と
あ
り
、
重
胤
が
山
科
家
の
奉
公
人
ら
へ
「
な（

奈
良
酒
）

ら
さ
け
」
を
振
舞
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
場
面
だ
っ
た
か
と
い
え
ば
、

応
仁
・
文
明
の
乱
中
に
山
科
家
が
近
江
国
坂
本
へ
避
難
し
、
京
都
と

往
復
す
る
生
活
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

ま
た
、『
山
科
家
礼
記
』
の
う
ち
、
大
沢
久
守
に
よ
る
記
録
に
あ

た
る
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
一
一
月
一
八
日
条
に
は
、「
豊
将
監
状

在
レ
之
、
山
崎
酒
」
と
あ
り
、「
山
崎
酒
」
が
豊
原
将
監
か
ら
の
書
状

と
と
も
に
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
久
守
が
わ
ざ
わ
ざ
「
山

崎
酒
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
彼
も
ま
た
地
名
の
つ
い
た

酒
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
み
て
と
れ
る
。

つ
ま
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
前
後
の
山
科
家
は
、
当
主
の
言
国
を

は
じ
め
、
家
司
以
下
の
奉
公
人
ら
も
京
都
外
の
地
域
で
造
ら
れ
た
酒
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に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
本
稿
で
注
目
す
る
「
大
津
」
酒
は
、

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、『
言
国
卿
記
』
や
、『
山
科
家
礼
記
』
に

頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
山
科
家
に
お
い
て
「
大
津
」
酒
の
初
見
が
ど
の
よ
う
な
場

面
な
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
次
の
記
事
は
、『
山
科
家
礼
記
』
文
明

九
年
（
一
四
七
七
）
一
一
月
一
三
日
条
の
一
部
で
あ
る
。

自
二
坂
本
一
東
庄
入
部
、
七
郷
よ
り
む
か
い
あ
る
へ
き
よ
し
を

し
た
い
申
と
て
、
大
宅
人
は
か
り
少
々
七
郷
人
も
ぬ
け
〳
〵
ニ

む
か
い
ニ
出
来
候
也
、
大
津
ニ
て
酒
ま
い
ら
せ
之
、
郷
中
人
々

為
礼
各
々
出
来
之
、
政
所
へ
予
ミ
や
け
棰
壱
・
こ
ふ
・
百
疋
、

こ
れ
へ
出
来
之
方
々
の
中
ニ
棰
之
あ
る
な
く
、
大
津
さ
か
や
た

る
壱
・
あ
ら
ま
き
壱
、
お
と
ハ
の
新
ゑ
も
ん
、
柳
一
か
・
あ
ら

ま
き
一
、
西
山
進
藤
三
十
疋
、
地
下
の
お
と
な
さ
け
く
れ
候
也
、

人
々
出
来
候
へ
共
、
物
も
ち
来
候
、
人
は
か
り
か
き
候
也

�

（
傍
線
・
波
線
・
点
線
筆
者
）

こ
れ
は
、
大
沢
久
守
が
応
仁
・
文
明
の
乱
の
終
結
し
た
翌
日
に
、

山
科
家
の
根
本
荘
園
で
あ
る
山
科
東
荘
と
、
同
荘
を
含
む
山
科
郷
へ

乱
終
息
の
知
ら
せ
と
労
い
の
た
め
に
同
地
へ
向
か
っ
た
記
事
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
久
守
の
ほ
か
、
郷
内
の
人
々
が
酒
や
食
べ
物
等
を
持

ち
寄
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宴
会
を
催
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

特
筆
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
に
久
守
が
大
津
で
酒
を
入
手
し
た
と

確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
酒
は
山
科
東
荘
の
政
所
の

と
こ
ろ
に
届
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
波
線
部
を
み
る
と
「
大
津
さ
か
や

た
る
壱
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
お
り
、
大
津
の
酒
屋
で
購
入
し
た
も

の
だ
っ
た
と
わ
か
る
。
一
方
、
点
線
部
を
み
る
と
、
地
下
の
お
と
な

衆
も
酒
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
の
、
酒
の
名
称
に

つ
い
て
は
無
記
載
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
大
津
の
酒
屋
の
酒
は
、
山
科
家
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の

公
家
の
日
記
に
お
い
て
も
、
乱
前
ま
で
ほ
と
ん
ど
み
か
け
る
こ
と
の

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
酒
は
、
京
都
社
会
に
お
い

て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
酒
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
、

す
れ
ば
、
先
掲
し
た
記
事
は
、
山
科
家
の
者
が
初
め
て
大
津
の
酒
を

購
入
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
し
て
も
、
こ
の
記
事
で
久
守
は
、
自
ら
の
持
参
し
た
酒
が
大
津
で

購
入
し
た
、
他
と
異
な
る
酒
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
そ
の
後
の
『
山
科
家
礼
記
』
に
大
津
の
酒
屋
の
酒
は
ど
の

よ
う
に
登
場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。『
山
科
家
礼
記
』
は
、
文
明
九
年

の
次
に
文
明
一
二
年
（
一
四
八
〇
）
年
が
残
っ
て
い
る
。
実
は
、
こ

の
文
明
一
二
年
に
も
、
久
守
が
大
津
の
酒
屋
の
酒
を
購
入
し
て
い
る
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場
面
が
確
認
で
き
る
。

予
坂
本
寺
家
殿
参
、
物
忩
之
由
申
レ
之
間
罷
向
也
、
仍
大
津
た

る
一
か
三
〇
〇
文
・
か
さ
め
十
は
い
、
寺
家
殿
女
中
へ
茶
十
袋
・

栗
一
籠
、
宮
内
卿
へ
茶
十
袋
、（
中
略
）
ゆ
つ
け
夕
飯
寺
家
殿

に
て�

（
波
線
筆
者
）

右
は
同
年
四
月
二
五
日
条
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
寺
家
殿
」
と

は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
中
よ
り
山
科
家
の
人
々
が
交
流
し
て
い
た
延

暦
寺
執
当
坊
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
記
事
は
、
そ
の
執
当
坊
か
ら
「
物

騒
だ
」
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
久
守
が
様
子
を
確
認
す
る
た

め
に
坂
本
を
訪
問
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
久
守
は
、
手

土
産
の
一
つ
と
し
て
「
大
津
た（

樽
）る

一
か（

荷
）」

を
三
百
文
で
購
入
し
て
持

参
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
久
守
が
贈
答
用
の
酒
と
し
て
定

番
で
あ
っ
た
京
都
の
柳
酒
で
は
な
く
、
近
江
国
在
住
の
人
々
へ
の
手

土
産
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
近
江
国
の
「
大
津
た
る
」
を
用

意
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
確
か
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
久
守
が
大
津

の
酒
屋
の
酒
を
再
び
購
入
し
、
し
か
も
、
手
土
産
と
し
て
用
い
た
こ

と
は
、
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

（
２
）「
大
津
」
を
購
入
す
る
方
法

そ
の
後
、『
山
科
家
礼
記
』
の
残
存
分
は
、長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

ま
で
間
が
あ
く
。
で
は
、
大
沢
久
守
は
、
長
享
年
間
に
入
っ
て
も
大

津
の
酒
屋
の
酒
を
購
入
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
［
表
１
］

を
み
て
み
た
い
。
表
の
記
事
欄
か
ら
は
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
久
守

が
大
津
の
酒
屋
の
酒
樽
一
つ
の
こ
と
を
「
大
津
棰
一
」
と
表
現
し
て

い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
、
久
守
は
、
大
津
の
酒
屋
の
酒

を
「
大
津
」
と
呼
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
表
は
、『
山
科
家

礼
記
』
の
長
享
二
年
か
ら
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
ま
で
の
記
事
の

う
ち
、
久
守
が
「
大
津
」
を
山
科
家
で
使
用
す
る
も
の
と
し
て
、
も

し
く
は
山
科
言
国
や
久
守
が
個
人
的
な
理
由
で
使
用
す
る
も
の
と
し

て
入
手
し
た
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
久
守
が
「
大
津
」
を
入
手
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
こ
に

関
わ
っ
て
い
た
人
物
に
注
目
し
た
い
。
表
の
な
か
で
「
大
津
」
の
購

入
や
運
搬
に
関
与
し
て
い
た
者
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
① 

⑪ 

⑯ 

⑲ 

㉚ 

㉛ 

㉝ 

㉞
の
記
事
に
み
え
る
「
五
十
嵐
」
と
い
う
者
で
あ
る
。
こ

の
五
十
嵐
と
は
、
菅
原
正
子
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
五
十
嵐
弥
五
郎
と

い
い
、
山
科
家
の
根
本
荘
園
で
あ
る
山
科
東
荘
の
な
か
の
大
宅
里
の

お
と
な
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（
（

。ま
た
、

志
賀
節
子
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
五
十
嵐
は
久
守
の
筆
頭
被
官
で

あ
っ
た
上
、
領
主
の
山
科
家
か
ら
も
家
人
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（
（

者
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
表
の
⑪ 

⑲ 

㉚
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［
表
１
］『
山
科
家
礼
記
』
に
み
え
る
「
大
津
」
の
酒
樽
を
取
り
寄
せ
た
記
事�

（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
。〈　

〉
内
は
細
字
）

№

年
月
日

記　
　
　
　

事

「
大
津
」
値
段

目　
　
　
　

的

①
長
享
2
年
4
月
19
日
大
津
棰
一
カ
リ
、
代
三
百
文
カ
リ
、
六
文
子
、
五
十
嵐
ヒ
ケ
イ

（
使
途
不
明
）

②
長
享
2
年
1
月
7
日
（
納
入
の
記
事
な
し
）

飯
尾
為
修
へ
の
正
月
挨
拶
用

③
長
享
2
年
5
月
3
日
ち
ま
（
粽
）
の
米
二
十
疋
ニ
て
か
う
、
大
津
た
る
一
め
し
よ
せ
候
也

翌
日
に
大
塚
氏
へ
の
御
礼
用
と
し
て

④
長
享
2
年
5
月
12
日
大
津
た
る
二
、
明
日
用
人
夫
上
候
也

翌
日
の
長
講
堂
陪
膳
に
言
国
が
一
樽
持
参

⑤
長
享
2
年
6
月
1
日
自
東
庄
大
津
棰
一
上
候
、
御
供
二
前
上
也

毎
月
一
日
の
年
貢
と
と
も
に
納
入

⑥
長
享
2
年
6
月
3
日
大
宅
よ
り
大
津
棰
二
、
人
夫
一
人
上
候
也

翌
日
の
五
七
日
御
経
供
養

⑦
長
享
2
年
7
月
6
日
明
日
さ
う
め
ん
二
百
文
・
ミ
そ
五
十
文
・
大
津
た
る
一
召
寄
候
也

山
科
家
節
供
用

⑧
長
享
2
年
7
月
11
日
自
東
庄
ゑ
ほ
し
子
各
出
来
候
也
、（
中
略
）
然
間
、我
々
酒
計
出
之
、大
津
棰
一
、

飯
分
ハ
彦
兵
衛

山
科
東
荘
の
烏
帽
子
儀

⑨
長
享
2
年
7
月
12
日
本
所
御
い
わ
ゐ
、
御
さ
か
な
、
は
む
、
か
う
の
も
の
、
ち
ま
き
、
う
り
、
大
津

棰
一
入
候
、
米
屋
水
む
け
の
米
出
之

山
科
家
盆
供

⑩
長
享
2
年
7
月
22
日
自
東
庄
小
野
竹
公
事
銭
五
百
文
、
三
百
文
ハ
大
津
棰
代
引
之
、
以
上
八
百
文
、

先
日
二
十
疋
、
当
年
ハ
百
疋
出
之
、
し
ふ
か
き
上
、
卅
文
か
う
、
則
つ
き
候
也

（
使
途
不
明
）

⑪
長
享
2
年
8
月
14
日
自
東
荘
米
二
駄
上
候
也
、
大
津
棰
一
・
冬
苽
二
五
十
嵐
方
上
候
、
四
宮
伊
賀
入

道
子
僧
同
道

（
使
途
不
明
）

⑫
長
享
2
年
8
月
17
日
自
東
荘
大
津
棰
二
、
代
三
百
廿
文
。
二
郎
九
郎
方
よ
り
、
又
三
郎
兵
衛
米
一
斗

ニ
テ
餅
数
百
廿
三
也
、
上
候
也

一
樽
一
六
〇
文
翌
日
に
坂
本
の
大
塚
氏
へ
一
樽
贈
答

⑬
長
享
2
年
9
月
6
日
（
納
入
の
記
事
な
し
）

斯
波
義
敏
へ
大
津
棰
一
荷
、
酒
の
肴
を
贈
る

⑭
長
享
3
年
1
月
17
日
大
津
棰
一
上
候
、
政
所
よ
り
宗
鏡
所
料
也
、
今
日
上
候
也

翌
日
斯
波
義
敏
の
許
へ
持
参
用
か

⑮
長
享
3
年
2
月
9
日
（
納
入
の
記
事
な
し
）

言
国
が
町
広
光
と
と
も
に
長
講
堂
へ
参
詣
。
手

土
産
に
大
津
棰
一
荷

⑯
長
享
3
年
3
月
2
日
大
行
事
御
供
四
膳
、
毎
月
二
膳
上
候
也
、
大
津
た
る
一
、
代
五
十
嵐
さ
ん
用
候

也

翌
日
の
節
供
用

⑰
長
享
3
年
4
月
28
日
本
所
今
朝
伏
見
へ
般
舟
三
昧
院
の
御
経
供
養
着
座
ニ
御
参
候
、（
中
略
）
大
宅

里
よ
り
飯
持
候
也
、
ヒ
ヤ
シ
ル
・
御
マ
ワ
リ
三
、
酒
、
大
津
棰
一
、
人
夫
二
人
、

二
郎
九
郎
上
候
也

言
国
が
参
加
し
た
般
舟
三
昧
院
の
御
経
供
養
に

お
け
る
昼
食
用
に
用
意
し
た
も
の
。
振
る
舞
い

用
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⑱
長
享
3
年
5
月
3
日
し
や
う
ふ
三
十
三
文
、
ね
し
や
う
ふ
三
文
、
ち
ま
き
の
さ
ゝ
〈
米
下
用
ニ
一
斗
〉

四
十
八
文〈
四
十
ハ
〉、は
む
二
す
ち
四
十
文
、さ
け
、大
つ
た
る
一
代
百
五
十
文
、

五
日
用

一
樽
一
五
〇
文
山
科
家
節
供
用

⑲
長
享
3
年
5
月
8
日
今
夕
五
十
嵐
方
・
四
郎
兵
衛
、
人
夫
二
人
、
大
津
棰
二
、
代
此
方
下
行
、
チ
マ

キ
百
文
、
か
ら
な
つ
と
う
十
六
文
、
ほ
し
い
ゝ
持
候
也

翌
日
、
言
国
が
比
叡
山
黒
谷
へ
向
か
う
。
こ
の

時
の
手
土
産
用
か

⑳
長
享
3
年
6
月
22
日
御
八
講
着
座
ニ
本
所
御
参
、（
中
略
）
野
村
一
人
上
候
、
御
供
彦
兵
衛
尉
、
御

タ
ル
一
大
津
也
、
代
無
下
行
候
也
、
米
一
貫
文
分
四
斗
五
升
泉
蔵
坊
カ
ル

言
国
、
等
持
寺
法
華
八
講
に
参
列
。
手
土
産
に

大
津
棰
一

㉑
長
享
3
年
6
月
26
日
今
度
大
宅
ニ
テ
カ
ル
色
々
、
四
貫
文
三
郎
ひ
や
う
へ
、
五
百
文
泉
蔵
、
三
百
文

大
た
く
寺
、
大
津
タ
ル
四
ツ
度
々
上
候

（
使
途
不
明
）

㉒
長
享
3
年
7
月
3
日
（
納
入
の
記
事
な
し
）

言
国
、
斯
波
義
敏
邸
の
花
会
へ
行
く
。
手
土
産

に
大
津
棰
一
荷

㉓
延
徳
1
年
12
月
10
日
大
津
棰
一
上
候
、
代
百
四
十
文

一
樽
一
四
〇
文
（
使
途
不
明
）

㉔
延
徳
3
年
2
月
12
日
（
納
入
の
記
事
な
し
）

言
国
、
明
日
の
天
皇
の
仏
事
の
た
め
、
般
舟
三

昧
院
へ
。
手
土
産
に
大
津
棰
一
荷

㉕
延
徳
3
年
5
月
30
日
自
東
庄
二
郎
九
郎
神
仏
ホ
シ
イ
一
袋
・
御
供
四
袋
五
十
嵐
よ
り
上
候
、
大
津
棰

一
、
代
百
五
十
五
文

一
樽
一
五
五
文
（
使
途
不
明
）

㉖
延
徳
3
年
7
月
7
日
自
東
庄
二
郎
九
郎
方
ヨ
リ
大
津
棰
一
上
候
、
代
百
六
十
文
也

一
樽
一
六
〇
文
山
科
家
節
供
用
か

㉗
延
徳
3
年
8
月
15
日
自
東
庄
上
候
大
津
棰
一
、
代
ハ
下

（
使
途
不
明
）

㉘
延
徳
3
年
11
月
7
日
自
東
庄
大
津
棰
二
上
候
、
代
三
百
廿
文

一
樽
一
六
〇
文
九
日
の
天
皇
近
臣
食
事
会
に
言
国
が
持
参
か

㉙
延
徳
3
年
12
月
30
日
大
津
棰
五
上
候
、
代
ハ
二
郎
九
郎
出
之

山
科
家
正
月
用
か

㉚
延
徳
4
年
2
月
21
日
五
十
嵐
方
ヨ
リ
大
津
棰
一
上
候

（
使
途
不
明
）

㉛
延
徳
4
年
4
月
7
日
自
東
庄
五
十
嵐
前
上
候
、
大
津
棰
二
代
三
百
十
文
也

一
樽
一
五
五
文
言
国
、
翌
日
の
般
舟
院
で
の
天
皇
逆
修
御
懺
法

に
参
仕
の
た
め
、
手
土
産
か

㉜
延
徳
4
年
4
月
15
日
自
東
庄
ヨ
リ
大
津
棰
一
上
候
、
こ
れ
ハ
此
方
よ
り
代
下

（
使
途
不
明
）

㉝
延
徳
4
年
4
月
29
日
山
科
東
荘
よ
り
五
十
嵐
上
候
、
大
津
た
る
一
代
百
五
十
文
ニ
て
か
り

一
樽
一
五
〇
文
（
使
途
不
明
）

㉞
延
徳
4
年
5
月
4
日
五
十
嵐
、
大
津
棰
一
上
候
、
代
百
五
十
五
文

一
樽
一
五
五
文
（
使
途
不
明
）

㉟
延
徳
4
年
6
月
1
日
大
津
棰
一
上
、
代
百
六
十
文
、
代
山
手
ニ
テ
下
行
候
也

一
樽
一
六
〇
文
山
科
家
の
朔
日
祝
い

㊱
延
徳
4
年
6
月
30
日
東
庄
ヨ
リ
大
津
棰
一
上
、
代
ハ
此
方
ヨ
リ
下
、
百
六
十
文
也

一
樽
一
六
〇
文
山
科
家
の
朔
日
祝
い

㊲
延
徳
4
年
7
月
6
日
自
東
庄
上
候
色
々
、
大
津
棰
一
、
代
ハ
御
地
子
ニ
テ
〈
百
六
十
文
也
〉
可
申
之

由
候
也

一
樽
一
六
〇
文
言
国
、
翌
日
の
禁
裏
七
夕
御
楽
会
に
持
参
予
定

だ
っ
た
か
。
翌
日
、
言
国
は
御
楽
会
を
欠
席
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に
み
え
る
「
五
十
嵐
方
」
と
い
う
の
は
、五
十
嵐
本
人
と
い
う
よ
り
、

五
十
嵐
が
山
科
東
荘
に
居
住
す
る
配
下
の
者
を
使
っ
て
、
京
都
の
久

守
の
許
へ
「
大
津
」
を
運
搬
さ
せ
た
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

他
、
五
十
嵐
と
同
様
の
行
為
を
見
せ
る
者
と
し
て
「
二
郎
九
郎
」

も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
者
は
、
志
賀
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
当
時
に

山
科
東
荘
の
政
所
を
務
め
て
い
た
上
田
二
郎
右
衛
門
尉
で
あ
る
と
い

う（
（
（

。
そ
し
て
、
代
々
の
政
所
は
「
二
郎
九
郎
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ

と
と
、
上
田
も
ま
た
久
守
の
被
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
上
田
に
も
、「
五
十
嵐
」
と
同
様
に
配
下
の
者
が
存
在
し

た
と
見
受
け
ら
れ
、「
二
郎
九
郎
方
」（
表
の
⑫ 

㉖
）
と
い
う
表
現

が
み
え
る
。
よ
っ
て
、
上
田
も
ま
た
、
同
荘
内
の
配
下
の
者
を
使
っ

て
「
大
津
」
を
久
守
の
も
と
へ
運
搬
さ
せ
て
い
た
場
合
も
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、
表
の
記
事
で
「
大
津
」
の
運
搬

に
関
与
し
て
い
た
「
東
荘
」（
表
の
⑤ 

⑧ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

㉕ 

㉖ 

㉗ 
㉘ 

㉜ 

㊱ 

㊲
）
や
、「
大
宅
」（
表
の
⑥ 

⑰ 

㉑
）
と
は
、
山
科
東
荘
に

居
住
す
る
五
十
嵐
や
上
田
が
同
地
に
居
住
す
る
自
ら
の
配
下
の
者
を

差
配
し
、「
大
津
」
を
京
都
の
久
守
の
許
ま
で
届
け
さ
せ
て
い
た
こ

と
を
指
し
て
い
る
と
看
取
す
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
て
、
現
存
す
る
『
山
科
家
礼
記
』
の
記
事
は
、
明
応
元
年
（
一

四
九
二
）
末
が
最
後
と
な
る
。
そ
し
て
、大
沢
久
守
は
明
応
七
年
（
一

四
九
八
）
一
一
月
一
日
に
没
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
久
守
が
久

守
被
官
で
あ
る
五
十
嵐
や
上
田
を
通
し
て
「
大
津
」
を
購
入
す
る
方

法
は
、
彼
ら
の
主
人
た
る
久
守
が
い
な
く
て
は
成
立
し
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
は
た
し
て
、
久
守
没
後
の
山
科
家
に
お
い
て
「
大
津
」
の

入
手
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
久

守
の
主
人
で
山
科
家
当
主
の
山
科
言
国
の
日
記
で
あ
る『
言
国
卿
記
』

を
み
て
み
た
い
。

と
り
わ
け
注
目
し
た
い
記
事
は
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
七
月

一
四
日
条
の
「
東
庄
ヨ
リ
ミ
ナ
籠
五
ナ
ス
ヒ
上
、
如
二
先
儀
一
、
目

出
々
々
、
地
子
ニ
樽
召
上
了
。
大
津
也
」（
傍
線
筆
者
）
で
あ
る
。
傍

線
部
分
を
み
る
と
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
、
山
科
家
が
山
科
東
荘
の

地
子
と
し
て
、
銭
で
は
な
く
「
大
津
」
の
酒
樽
を
課
し
て
い
た
と
い

う
、
驚
く
べ
き
税
制
を
機
能
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

な
ぜ
、
地
子
を
「
大
津
」
で
納
め
る
方
法
が
構
築
で
き
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
再
び
［
表
１
］
を
み
て
み
た
い
。
表
の

記
事
の
な
か
で
「
大
津
」
代
の
支
払
い
に
関
す
る
内
容
を
拾
っ
て
い

く
と
、
当
初
は
①
の
よ
う
に
、
大
沢
久
守
が
「
大
津
」
代
を
五
十
嵐

に
借
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、

「
六
文
子
」
と
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
子
が
つ
い
て
い
る
借
銭
と
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し
て
契
約
し
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
⑯
や
㉙
の
よ
う

に
酒
樽
代
を
五
十
嵐
や
上
田
と
い
っ
た
久
守
の
被
官
で
あ
る
山
科
東

荘
の
お
と
な
衆
に
立
て
替
え
さ
せ
て
支
払
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
久
守
に
よ
る
「
大
津
」
代
の
支
払
い

方
法
で
あ
る
。
記
事
を
通
覧
す
る
と
、「
大
津
」
の
価
格
が
書
か
れ

て
い
る
も
の
は
、
そ
の
用
途
が
言
国
用
、
も
し
く
は
山
科
家
用
の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
、

㉙
の
よ
う
に
久
守
被
官
が
支
払
っ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
に
該
当
し

な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
⑩
の
長
享
二
年
七
月
二
二
日
条
を
み
る
と

「
自
二
東
庄
一
小
野
竹
公
事
銭
五
百
文
、
三
百
文
ハ
大
津
棰
代
引
レ
之
、

以
上
八
百
文
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
科
東
荘
内
の
竹
商
売
か
ら
納

め
ら
れ
た
公
事
銭
八
百
文
が
納
め
ら
れ
つ
つ
も
、
三
百
文
は
即
刻
に

「
大
津
棰
代
」
と
し
て
充
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で

き
る
。
こ
の
行
為
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

右
の
行
為
に
つ
い
て
、「
小
野
竹
公
事
銭
」
に
目
を
向
け
た
い
。

同
公
事
銭
は
、
菅
原
正
子
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
大
沢
久
守
の
得
分
と

な
っ
て
い
る
商
売
役
の
一
つ
だ
と
い
う
。
注
意
す
べ
き
は
、
久
守
の

得
分
と
な
っ
て
い
た
役
銭
の
代
官
の
ほ
と
ん
ど
は
、
久
守
被
官
ら
が

務
め
て
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ

る
の
は
、
久
守
被
官
が
役
銭
を
久
守
へ
納
め
る
時
に
、
そ
の
役
銭
で

「
大
津
」
を
購
入
し
て
持
参
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
果
、

記
事
に
は
久
守
が
「
大
津
」
代
を
引
い
た
額
の
公
事
銭
を
受
け
取
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
㉟
の
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
六
月
一
日
条
に
は
、「
大

津
棰
一
上
、
代
百
六
十
文
、
代
山
手
ニ
テ
下
行
候
也
」
と
あ
り
、
久

守
が
被
官
に
「
大
津
」
を
購
入
・
運
搬
さ
せ
た
際
、
こ
れ
も
久
守
の

得
分
で
あ
る
「
山
手
」
の
地
代
で
「
大
津
」
代
を
支
払
っ
て
い
る
こ

と
を
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
の
場
合
、
山
手
の
地
代
が
そ
の
ま

ま
「
大
津
」
代
に
な
っ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
総
合
す
る
と
、
久
守
被
官
が
代
官
と
し
て
久
守

へ
納
め
た
役
銭
に
つ
い
て
、
久
守
の
求
め
に
応
じ
て
、
銭
で
は
な
く

「
大
津
」
を
納
め
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
あ
が
る
。

よ
っ
て
、
山
科
東
荘
の
地
子
を
「
大
津
」
で
納
め
る
税
制
は
、
突
然

に
出
来
上
が
っ
た
仕
組
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
そ

の
前
提
と
み
な
せ
る
仕
組
み
と
は
、
久
守
の
生
前
よ
り
、
久
守
の
求

め
に
応
じ
て
現
地
代
官
ら
が
納
め
る
べ
く
銭
に
て
「
大
津
」
を
購
入

し
て
京
都
へ
運
搬
し
て
い
た
方
法
だ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
久

守
被
官
と
山
科
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
役
銭
の
納
入
方
法
は
、
久

守
の
没
後
も
継
承
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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本
章
で
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
京
都
に
お
い
て
、
京
都
外
の

地
で
造
ら
れ
た
酒
が
ど
の
よ
う
に
京
都
へ
流
入
し
て
い
た
の
か
と
い

う
問
題
に
対
し
、
山
科
家
と
大
津
の
酒
屋
の
酒
と
の
関
係
を
事
例
に

検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
山
科
家
家
司
の
大
沢
久
守
が
山
科
家
の
根
本
荘
園
で

あ
る
山
科
東
荘
内
の
自
ら
の
被
官
に
大
津
の
酒
屋
ま
で
酒
を
買
い
に

行
か
せ
、
さ
ら
に
京
都
へ
搬
入
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

の
後
、
山
科
東
荘
か
ら
の
役
銭
を
「
大
津
」
酒
で
納
入
さ
せ
る
仕
組

み
も
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
京

都
に
京
都
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
が
流
入
す
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
荘
園
制
が
存
在
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
、
荘
園

制
を
基
に
し
た
山
科
家
に
よ
る
「
大
津
」
の
入
手
方
法
に
、「
請
酒
屋
」

と
い
う
酒
の
販
売
業
者
と
考
え
ら
れ
て
き
た
商
人
の
活
動
が
確
認
で

き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

第
二
章　

�

山
科
家
が
「
大
津
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た

理
由

（
１
）「
大
津
」
の
用
途

前
章
で
は
、
山
科
家
の
家
司
で
あ
る
大
沢
久
守
が
、
応
仁
・
文
明

の
乱
終
結
の
直
後
に
「
大
津
」
を
購
入
し
た
事
例
を
み
た
。
こ
の
こ

と
を
皮
切
に
、
久
守
は
、
山
科
東
荘
の
人
々
を
使
っ
て
度
々
大
津
の

酒
屋
か
ら
酒
樽
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
看
取
で
き

た
。
で
は
、
山
科
家
や
久
守
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
「
大
津
」
を

入
手
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

右
の
問
い
を
検
討
す
べ
く
、［
表
１
］の
目
的
欄
を
み
て
い
き
た
い
。

こ
の
欄
は
、
久
守
が
被
官
の
五
十
嵐
や
上
田
、
そ
し
て
山
科
東
荘
の

者
に
「
大
津
」
を
運
搬
さ
せ
た
記
事
の
前
後
か
ら
、「
大
津
」
の
使

用
目
的
を
判
断
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。例
え
ば
④
で
は
、「
大
津
」

の
樽
二
つ
と
翌
日
用
の
人
夫
を
山
科
東
荘
か
ら
入
洛
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
翌
日
の
五
月
一
三
日
条
を
み
る
と
、「
長
講

堂
陪
膳
御
参
候
也
、
伏
見
女
院
御
せ（

焼

香

）

う
か
う
ニ
御
参
也
。
大
津
た
る

一
・
食
籠
・
あ
こ
や
・
か（

唐

納

豆

）

ら
な
つ
と
う
被
レ
持
候
也
。
御
寺
ニ
テ
モ

酒
候
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
講
堂
の
仏
事
へ
言
国
が
持
参
し
た

手
土
産
の
な
か
に
「
大
津
た
る
一
」
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
④
の
記
事
は
、
翌
日
の
手
土
産
用
に
山
科
東
荘
を
通

し
て
「
大
津
た
る
」
を
取
り
寄
せ
つ
つ
、
手
土
産
等
を
運
ぶ
人
夫
も

呼
び
寄
せ
た
と
い
う
内
容
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

右
の
よ
う
な
方
法
で
、「
大
津
」
を
言
国
の
個
人
用
と
し
て
、
ま

た
山
科
家
用
と
し
て
、
も
し
く
は
大
沢
久
守
の
個
人
用
と
し
て
、
山
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科
東
荘
を
通
し
て
購
入
し
た
目
的
を
ま
と
め
た
の
が
［
表
１
］
の
目

的
欄
で
あ
る
。
同
欄
を
み
る
と
、
目
的
の
傾
向
と
し
て
、
贈
答
や
手

土
産
用
と
、
山
科
家
の
行
事
用
の
二
通
り
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

ま
ず
、
山
科
家
当
主
の
山
科
言
国
が
手
土
産
と
し
て
「
大
津
」
を

用
い
た
事
例
を
み
て
み
る
と
、
先
掲
し
た
④
の
ほ
か
、
⑮ 

⑰ 

⑲ 

⑳ 

㉒ 

㉔ 

㉘ 

㉛
が
該
当
す
る
。［
表
１
］
の
記
事
に
み
え
る
言
国
を
指

す
「
本
所
」
を
注
視
す
る
と
、
彼
は
、
特
に
仏
事
の
参
加
が
多
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、言
国
が
持
参
し
た「
大

津
」
は
、
行
事
が
終
了
し
た
後
の
宴
会
用
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ

こ
か
ら
言
国
は
、
そ
れ
ま
で
京
都
社
会
に
お
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
「
大
津
」
を
、
宴
会
の
場
で
紹
介
し
な
が

ら
振
舞
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
他
、『
山
科
家
礼
記
』
と
『
言
国
卿
記
』
が
残
存
し
て
い
な

い
時
期
に
つ
い
て
、『
御
湯
殿
上
日
記
』
を
み
る
と
、文
明
十
八
年
（
一

四
八
六
）
三
月
一
七
日
条
に
、「
山
し（

科
）な

二
色
、
ゐ（

田
舎
）中

た（
樽
）る

一
ま（

進
）い

ら
せ
ら
る
ゝ
、
御
し（

賞

翫

）

や
う
く
わ
ん
あ
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
科

言
国
か
ら
後
土
御
門
天
皇
へ
「
ゐ
中
た
る
」
一
つ
が
献
上
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
ゐ
中
た
る
」
と
は
、
京
都
以
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
を
指

す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（1
（

。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
『
御

湯
殿
上
日
記
』
に
は
、
公
家
ら
や
将
軍
家
が
天
皇
へ
度
々
「
ゐ
中
た

る
」
の
献
上
を
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
も
の
の
、そ
の
「
ゐ

中
た
る
」の
産
地
に
つ
い
て
判
別
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
内
容
を
考
慮
す
る
と
、言
国
が
献
上
し
た
「
ゐ
中
た
る
」

と
は
、「
大
津
」の
酒
樽
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

記
事
か
ら
は
言
国
が
献
上
し
た
「
ゐ
中
た
る
」
に
つ
い
て
、
天
皇
が

楽
し
ん
だ
こ
と
を
う
か
が
え
る
。
こ
の
事
例
か
ら
、
日
記
の
残
っ
て

い
な
い
時
期
に
お
い
て
も
、久
守
は
「
大
津
」
を
取
り
寄
せ
て
お
り
、

当
主
の
言
国
が
そ
れ
を
贈
答
や
手
土
産
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
想

定
で
き
る
。

次
に
、［
表
１
］
か
ら
山
科
家
の
行
事
用
に
「
大
津
」
を
用
い
た

事
例
を
み
て
み
る
と
、⑦ 

⑨ 

⑯ 

⑱ 

㉖ 

㉙ 

㉟ 

㊱
が
該
当
す
る
。『
山

科
家
礼
記
』
に
み
え
る
山
科
家
の
行
事
と
は
、
元
旦
や
、
朔
日
の
祝

い
、
五
月
五
日
や
七
月
七
日
と
い
っ
た
節
日
に
行
う
節
供
、
そ
し
て

盆
な
ど
で
あ
る
。
日
記
が
残
存
し
て
い
な
い
年
、月
も
あ
る
も
の
の
、

表
か
ら
は
、
山
科
家
の
行
事
で
用
い
る
酒
が
「
大
津
」
に
切
り
替
え

ら
れ
て
い
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

山
科
家
の
行
事
用
に
「
大
津
」
を
用
い
た
こ
と
は
、
久
守
の
没
後

も
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
、『
言
国
卿
記
』
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
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五
月
四
日
条
に
「
明
日
之
祝
ノ
用
ニ
地
下
ニ
テ
大
津
樽
申
二
付
之
一
、

一
召
寄
畢
」
と
い
っ
た
記
事
が
確
か
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
山
科
家
や
久
守
が
「
大
津
」
を
入
手
し
て
い
た
目

的
と
は
、「
大
津
」
を
贈
答
や
手
土
産
用
と
し
て
、
ま
た
、
山
科
家

の
行
事
用
と
し
て
用
い
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
２
）「
大
津
」
の
購
入
を
継
続
す
る
理
由

前
節
で
は
、
山
科
言
国
や
大
沢
久
守
が
「
大
津
」
の
酒
樽
を
手
土

産
や
贈
答
に
使
用
し
つ
つ
、
山
科
家
の
行
事
で
も
「
大
津
」
を
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
の

京
都
社
会
に
お
い
て
、
手
土
産
や
贈
答
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
酒
が
「
柳
」
酒
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
そ
の
先
行
研
究
の

な
か
で
「
柳
」
酒
や
柳
酒
屋
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
河
内
将
芳

氏
は
、「
柳
」
が
「
そ
の
価
格
の
高
さ
と
相
ま
っ
て
す
ぐ
れ
て
贈
与

的
価
値
を
も
つ
品
と
し
て
流
通
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ

う
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
研
究
成
果
か
ら
も
や
は
り
、

当
時
の
京
都
社
会
に
お
い
て
、
手
土
産
や
贈
答
に
「
柳
」
を
使
う
こ

と
は
通
例
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
山
科
家
は
「
柳
」
と
「
大
津
」
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、［
表
２
］
を
み
て
み
た
い
。

［
表
２
］
は
、『
山
科
家
礼
記
』
の
な
か
で
、「
柳
」
を
入
手
し
贈
答

し
て
い
る
記
事
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
贈
答

を
行
う
主
体
は
、
山
科
家
、
山
科
言
国
個
人
、
大
沢
久
守
個
人
と
な

る
。『
山
科
家
礼
記
』
の
記
事
に
は
、
頻
繁
に
「
柳
」
を
確
認
で
き

る
も
の
の
、
実
は
、
贈
答
を
行
う
主
体
が
山
科
家
の
者
に
限
る
と
、

意
外
に
事
例
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

こ
の
事
例
の
な
か
で
も
「
柳
」
の
贈
り
先
と
し
て
頻
出
す
る
の
は
、 

⑦ 

⑫ 

㉒ 

㉓
に
み
え
る
公
家
の
高
倉
家
で
あ
る
。そ
の
高
倉
家
と
は
、

言
国
の
妻
の
実
家
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
月
に
事
例
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
は
、
正
月
の
挨
拶
と
し
て
「
柳
」
を
贈
る
こ
と
が
通
例
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、「
柳
」
を
贈
る
先
を
み
る
と
、
一
回
、
な
い
し
二
回
し

か
確
認
で
き
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
記
事
で

追
っ
て
い
く
と
、
お
礼
や
祝
い
の
ほ
か
、
嘆
願
を
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
た
贈
答
が
多
か
っ
た
こ
と
を
み
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

れ
ら
の
態
度
を
示
す
際
に
相
応
し
い
酒
は
、「
大
津
」
で
は
な
く
、

従
来
か
ら
高
価
な
贈
答
品
と
認
識
さ
れ
て
き
た
「
柳
」
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

さ
て
、「
柳
」
が
京
都
社
会
に
お
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
贈
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［
表
2
］
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
山
科
家
・
大
沢
家
に
よ
る
柳
酒
の
利
用�

※　
〈　

〉
内
は
細
字
。
■
は
判
読
不
能
。

①
文
明
12
年
1
月
5
日
昨
日
兵
衛
へ
御
う
ち
よ
り
上
へ
柳
一
か
〈
三
百
文
〉、
た
こ
一
・
こ
ふ
遣
之
、
鷹
一
お
こ
さ
る

②
文
明
12
年
4
月
16
日
今
夜
藤
宰
相
殿
拝
賀
之
間
、
本
所
御
上
洛
、
柳
一
荷
・
イ
カ
一
折
・
干
鯛
五
枚
遣
之
、
予
太
刀
一
〈
黒
〉
本
所
御
出
候
也

③
文
明
13
年
3
月
12
日
藤
宰
相
殿
御
局
へ
鯉
一
・
栗
籠
一
・
柳
一
荷
、同
物
伊
勢
い
は
な
殿
局
へ
も
被
遣
候
也
、予
甘
露
寺
殿
柳
一
か
・
鯉
一
・
栗
一
裹
進
上
、今
朝
御
汁
候
也
、

藤
宰
相
殿
へ
も
本
所
よ
り
栗
一
籠
被
進
候
也

④
文
明
13
年
5
月
9
日
西
林
院
柳
一
か
・
栗
一
盆
・
こ
ん
に
や
く
十
五
ち
や
う
持
行
、
ひ
や
む
き
・
大
酒
候
也

⑤
文
明
13
年
7
月
6
日
今
朝
妙
蔵
寺
へ
以
前
礼
ニ
行
、
柳
一
荷
、
う
り
廿
・
こ
ふ
五
ハ
、
対
面
酒
候
也
、
今
夕
彼
坊
主
茶
廿
袋
礼
と
て
持
来
候
也

⑥
文
明
18
年
7
月
11
日
二
階
堂
へ
予
行
、
柳
一
か
・
ス
ス
キ
五
、
対
面
、
酒
候
、
色
々
物
取
被
申
候
也

⑦
長
享
2
年
1
月
4
日
御
里
へ
鯛
一
懸
・
ノ
シ
百
本
・
柳
一
荷
被
遣
候
也
、
ほ
り
川
五
十
文
給
候
也

⑧
長
享
2
年
3
月
5
日
禁
裏
御
楽
候
、
本
所
御
申
沙
汰
候
也
、
予
参
候
也
、
就
御
申
沙
汰
、
鯛
一
・
柳
一
か
被
進
之
、
無
先
規
事
候
也

⑨
長
享
2
年
3
月
6
日
伝
奏
勧
修
寺
殿
予
七
郷
進
之
鯛
一
か
け
・
の
し
百
本
・
柳
二
荷
進
上
候
、
持
参
候
也
、
栗
一
裹
予
進
上
候
也
、
御
悦
喜

⑩
長
享
2
年
9
月
4
日
中
条
内
者
杉
宮
松
方
へ
ハ
ム
五
・
小
ふ
な
廿
・
柳
一
荷
遣
之

⑪
長
享
2
年
9
月
7
日
飯
尾
四
郎
方
へ
鯉
二
・
柳
一
荷
遣
之

⑫
長
享
3
年
1
月
4
日
御
里
へ
本
所
よ
り
鯛
一
カ
ケ
ニ
て
十
ハ
イ
、
柳
一
か
遣
之

⑬
長
享
3
年
1
月
25
日
宗
鏡
御
方
行
、
食
籠
一
・
栗
粉
餅
上
〈
フ
・
カ
ラ
ナ
ツ
ト
ウ
・
ヤ
マ
ノ
イ
モ
〉
柳
一
荷
、
予
・
彦
兵
衛
・
中
書
同
道
、
大
酒
候
也
、
帰
ニ
甘
露
寺

殿
御
方
へ
参
候
也
、
御
酒
候
也

⑭
長
享
3
年
5
月
3
日
本
誓
寺
へ
予
カ
ワ
ラ
ケ
ノ
物
三
・
栗
・
雲
州
の
り
・
唐
納
豆
・
チ
マ
キ
一
折
・
柳
一
荷
持
行
候
也
、
大
酒
候
也
、
彦
兵
衛
尉

⑮
長
享
3
年
5
月
4
日
大
塚
七
郎
左
衛
門
方
へ
鯛
三
・
柳
一
荷
遣
之

⑯
長
享
3
年
6
月
23
日
禁
裏
柳
二
か
・
サ
キ
一
・
ノ
シ
百
本
、
親
王
様
柳
一
か
・
コ
フ
五
ハ
・
ヒ
タ
イ
五
、
長
橋
へ
桶
一
、
ハ
ム
ノ
カ
ワ
ラ
ケ
ノ
物
・
ス
モ
モ
、
中
ナ
イ
シ
殿
、

桶
一
・
ス
モ
モ
・
カ
ツ
ヲ
一

⑰
長
享
3
年
6
月
27
日
長
講
堂
御
せ
ウ
シ
、
三
嶋
コ
ユ
ミ
ノ
事
、
柳
一
か
・
ヒ
タ
イ
十
・
コ
フ
持
候
也
、
ホ
シ
イ
ニ
テ
酒
ウ
リ
ノ
シ
、
同
子
・
予
シ
ヤ
ウ
ハ
ン

⑱
長
享
3
年
7
月
8
日
三
条
西
殿
大
納
言
拝
賀
候
也
、
本
所
御
出
候
、
柳
一
か
・
干
鯛
三
・
コ
フ
被
持
候
也

⑲
延
徳
1
年
10
月
3
日
シ
ケ
イ
ン
へ
本
所
柳
一
荷
・
栗
一
籠
・
コ
ン
ニ
ヤ
ク
十
片
被
持
候
、
色
々
酒
御
座
候
也

⑳
延
徳
1
年
12
月
7
日
長
講
堂
御
承
仕
之
経
師
、
本
所
柳
弐
荷
・
マ
ン
チ
ウ
ノ
折
一
合
・
鯛
一
カ
ケ
・
コ
フ
持
参
候
、
御
見
参
、
御
サ
カ
月
給
候
也
、
帰
了

㉑
延
徳
1
年
12
月
7
日
本
誓
寺
へ
自
本
所
柳
一
か
・
マ
ン
チ
ウ
・
コ
フ
被
遣
候
也

㉒
延
徳
3
年
1
月
6
日
自
本
所
高
倉
殿
鳥
一
番
・
こ
ふ
五
ハ
・
柳
■
■
今
日
被
参
候
也

㉓
延
徳
3
年
3
月
30
日
本
所
五
辻
殿
御
同
道
候
て
、
竹
田
ニ
高
倉
殿
御
座
候
間
、
御
出
候
、
柳
一
荷
・
鯛
荒
巻
二
被
持
候
、
予
古
茶
十
袋
進
之
、
飯
候
て
酒
候
、
則
御
帰

候
也

㉔
延
徳
3
年
5
月
19
日
本
所
葉
室
殿
御
出
候
、
柳
一
荷
代
三
百
文
、
肴
干
鯛
十
枚
〈
百
卅
五
■
・
台
廿
五
■
〉、
御
供
智
阿
ミ
・
千
松
・
右
衛
門
・
彦
右
衛
門
・
与
三
郎
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答
品
と
し
て
定
番
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
必
要
時
に

購
入
で
き
る
状
況
に
な
け
れ
ば
困
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
で
は
、

当
該
期
に
お
い
て
、「
柳
」
の
入
手
は
思
い
通
り
に
で
き
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
表
の
㉘
に
あ

げ
た
『
山
科
家
礼
記
』
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
八
月
一
六
日
条
の

記
事
を
み
て
み
た
い
。

飯
尾
筑
前
方
へ
宇
治
丸
ス
シ
十
五
、
代
百
。
一
折
敷
・
コ
フ
五
ハ

遣
レ
之
、
此
礼
ハ
先
日
ハ（

博
打
）

ク
チ
ノ
御
奉
書
之
礼
候
也
、
彦
兵
衛

持
行
、
柳
一
荷
也
、
此
酒
二
郎
九
郎
か
棰
酒
也
（
傍
線
筆
者
）

右
は
、
久
守
が
室
町
幕
府
奉
行
人
の
飯
尾
種
貞
へ
「
柳
」
を
贈
っ

て
い
る
記
事
で
あ
る
。
久
守
が
種
貞
へ
「
柳
」
を
贈
っ
た
理
由
は
、

山
科
東
荘
内
で
の
博
打
を
禁
じ
る
内
容
の
奉
書
を
幕
府
に
発
給
し
て

も
ら
う
に
あ
た
り
、
飯
尾
種
貞
が
尽
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、

そ
の
お
礼
の
意
味
を
込
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
「
此
酒
二
郎
九
郎
か
棰
酒

也
」と
い
う
文
言
で
あ
る
。
つ
ま
り
、飯
尾
種
貞
へ
贈
っ
た「
柳
」は
、

購
入
し
て
手
に
入
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
久
守
被
官
の
上
田
が
所
有

し
て
い
た
「
柳
」
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
久
守

が
贈
答
用
と
し
て
「
柳
」
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
自
ら
の
被

官
ら
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
上
田
が
「
柳
」
を
持
っ
て
い
た
の

で
借
用
し
た
も
の
と
看
取
で
き
る
。
さ
ら
に
「
柳
」
の
捜
索
に
対
し

て
、
と
り
わ
け
問
題
な
く
上
田
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
、
久
守
が

「
柳
」
の
用
意
に
自
ら
の
被
官
を
頼
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
と

想
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、こ
の
文
言
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、

「
柳
」
を
必
要
と
す
る
時
に
入
手
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

㉕
延
徳
4
年
1
月
10
日
葉
室
一
品
へ
鷹
之
ウ
ツ
ラ
十
一
折
也
、
蜜
柑
一
折
・
柳
一
荷
被
遣
候
也

㉖
延
徳
4
年
6
月
12
日
宇
野
越
前
方
へ
柳
一
荷
・
鯛
三
遣
之
、
使
智
阿
ミ

㉗
明
応
元
年
8
月
14
日
親
王
様
本
所
御
訪
ニ
柳
一
荷
・
コ
ン
ニ
ヤ
ク
一
折
廿
張
・
ミ
ヤ
ウ
カ
子
一
折
被
進
候
也

㉘
明
応
元
年
8
月
16
日
飯
尾
筑
前
方
へ
宇
治
丸
ス
シ
〈
十
五
、
代
百
〉
一
折
敷
・
コ
フ
五
ハ
遣
之
、
此
礼
ハ
先
日
ハ
ク
チ
ノ
御
奉
書
之
礼
候
也
、
彦
兵
衛
持
行
、
柳
一
荷
也
、

此
酒
二
郎
九
郎
か
樽
酒
也

㉙
明
応
元
年
11
月
22
日
鏡
蔵
主
所
へ
予
使
ト
テ
彦
兵
衛
遣
之
、
柳
一
荷
・
栗
一
合
・
コ
フ
五
ハ
也

㉚
明
応
元
年
11
月
29
日
今
朝
山
井
安
芸
守
所
ニ
法
楽
ニ
蘇
合
一
具
仕
候
由
申
、
松
木
殿
・
本
所
、
公
家
方
各
申
之
間
、
本
柳
一
荷
・
鯛
一
懸
被
持
候
也

㉛
明
応
元
年
12
月
22
日
庭
田
殿
御
方
頭
中
将
御
は
い
か
、
柳
一
か
・
の
し
百
本
・
シ
ク
シ
折
遣
之
、
明
日
候
也
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他
方
、
山
科
家
が
贈
答
や
手
土
産
の
一
部
に
つ
い
て
、「
柳
」
の

代
替
と
し
て「
大
津
」を
使
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
理
由
は
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、「
大
津
」
の
値
段
を
考

え
た
い
。
再
び
［
表
１
］
を
用
い
、「「
大
津
」
値
段
」
の
欄
を
み
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
こ
の
欄
は
、
記
事
に
み
え
る
「
大
津
」
代
か
ら

「
大
津
」
一
樽
分
の
値
段
を
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
は
、「
大
津

棰
一
荷
」
と
し
て
値
段
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
一
樽
分
と
し
て

半
額
を
入
力
し
て
い
る
。
こ
の
欄
か
ら
判
明
す
る
の
は
、「
大
津
」

一
樽
分
の
値
段
が
一
四
〇
文
～
一
六
〇
文
の
間
で
変
動
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、「
柳
」
の
値
段
は
、『
山
科
家
礼
記
』
文
明
九
年
一
月
二
日

条
に
「
飯
賀
州
女
中
へ
鯛
一
カ
ケ
、
タ
コ
二
ハ
イ
、
柳
一
か
三
百
文

也
。
鱈
二
、
鮑
一
尺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
荷
（
二
樽
）
で
三
〇

〇
文
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、「
柳
」
の
一
樽
分
の
値
段

は
一
五
〇
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

の
は
、「
大
津
」
一
樽
分
の
値
段
と
「
柳
」
一
樽
分
の
値
段
は
さ
し

て
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、に
ご
り
酒
一
樽
の
値
段
に
つ
い
て
は
、『
山
科
家
礼
記
』

明
応
元
年
一
一
月
三
〇
日
条
に
「
自
二
東
庄
一
五
十
嵐
ニ
コ
リ
酒
タ

ル
一
上
候
、
代
百
文
、
ヤ
マ
テ
ニ
テ
下
行
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

樽
が
百
文
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
津
」
や
「
柳
」

は
、
に
ご
り
酒
の
一
・
五
倍
の
価
格
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
山
科
家
が
贈
答
や
手
土
産
と
い
っ
た
場
で
、「
大
津
」

を
使
用
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、「
柳
」
を
用
い
る
際
の
当
時
の
常
識
が
関
係
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。［
表
２
］
か
ら
は
、「
柳
」
を
贈
る
場
合
に
「
一
荷
」

（
二
樽
）
を
一
単
位
と
し
て
用
い
る
の
が
通
例
だ
っ
た
こ
と
を
窺
い

知
れ
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、「
柳
」
を
贈
答
や
手
土
産
に
用
い
た
場
合
の
値

段
は
、
二
樽
分
に
な
る
の
で
あ
る
。

対
し
て
［
表
１
］
を
確
認
す
る
と
、「
大
津
」
を
「
一
荷
」
の
単

位
で
用
い
て
い
る
事
例
が
少
な
い
こ
と
と
、「
大
津
」
を
手
土
産
と

す
る
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
樽
一
つ
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
る
。
と
、
す
る
な
ら
ば
「
大
津
」
を
用
い
る
場
合
は
一
樽
の
み

の
購
入
で
済
む
こ
と
に
な
り
、「
一
荷
」
単
位
で
の
贈
答
・
手
土
産

が
通
例
と
な
っ
て
い
た
「
柳
」
の
半
額
に
な
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

山
科
家
と
し
て
は
、「
大
津
」
を
贈
答
・
手
土
産
用
に
用
い
た
な
ら
ば
、

交
際
費
を
削
減
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
げ
ら
れ
る
利
点
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。

本
章
で
は
、
当
該
期
の
京
都
社
会
に
お
い
て
贈
答
や
手
土
産
の
定

番
と
な
っ
て
い
た
「
柳
」
と
「
大
津
」
に
つ
い
て
、
山
科
家
に
よ
る
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二
つ
の
酒
の
使
い
分
け
の
方
法
や
、「
大
津
」
の
購
入
を
継
続
し
た

理
由
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
贈
答
や
手
土
産
に
お
い
て
、「
柳
」
の

も
つ
価
値
感
は
、
山
科
家
が
「
大
津
」
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て

も
無
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
山
科
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
酒
の

使
い
分
け
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

他
方
、
値
段
の
面
で
「
柳
」
と
「
大
津
」
は
、
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
贈
答
や
手
土
産
に
用
い
る
際
に
「
柳
」
は
一
荷
単
位

が
通
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、「
大
津
」
は
一
樽
で
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。つ
ま
り
、

山
科
家
に
と
っ
て
「
大
津
」
を
使
い
続
け
る
こ
と
は
、
交
際
費
の
節

約
に
繋
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
室
町
・
戦
国
期
の
京
都
に
お
い
て
流
行
し
て
い
た
京
都

以
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
に
つ
い
て
、
そ
の
酒
が
ど
の
よ
う
に
京
都

へ
流
入
し
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
そ
れ
ら
の
酒
が
必
要
だ
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
特
に
、
そ
れ
ら
諸
地
域
の
酒

が
流
入
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
、
足
利
義
政
・
義
尚
期
の
事

例
を
検
証
す
べ
く
、山
科
家
当
主
の
言
国
に
よ
る
『
言
国
卿
記
』
と
、

そ
の
家
司
ら
が
記
し
た
『
山
科
家
礼
記
』
を
用
い
た
。
そ
の
際
、
従

来
の
研
究
に
て
そ
れ
ら
の
酒
を
商
売
し
て
い
た
と
さ
れ
る「
請
酒
屋
」

の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
注
視
し
た
。

そ
の
結
果
、
山
科
家
は
、
近
江
国
大
津
の
酒
屋
が
造
っ
た
「
大
津
」

酒
を
、
同
家
の
根
本
荘
園
で
あ
る
山
科
東
荘
の
者
に
大
津
ま
で
買
い

に
行
か
せ
つ
つ
、
京
都
ま
で
運
搬
さ
せ
て
い
た
と
い
う
、
従
来
の
研

究
で
は
全
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
仕
組
み
の
存
在
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
驚
く
こ
と
に
、
山
科
家
は
同
荘
の
地
子
を

「
大
津
」
酒
で
納
め
さ
せ
る
こ
と
ま
で
も
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
公
家
が
京
都
以
外
の
地
で
造
ら
れ
た
酒
を
入
手
す
る
に

あ
た
り
、
荘
園
制
の
仕
組
み
を
使
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
他

の
荘
園
領
主
の
許
で
も
、
荘
園
内
の
者
に
京
都
外
の
地
で
造
ら
れ
た

酒
を
購
入
さ
せ
て
京
都
へ
運
搬
さ
せ
て
い
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。

よ
っ
て
、
山
科
家
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
荘
園
制
の
仕
組
み
を
使
っ
た

酒
の
入
手
方
法
は
、偶
然
に
出
来
上
が
っ
た
仕
組
み
な
の
で
は
な
く
、

当
該
期
に
お
い
て
あ
り
ふ
れ
た
仕
組
み
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究
を
進
め
て
い
く
。

他
方
、当
然
な
が
ら
そ
の
仕
組
み
の
な
か
に
「
請
酒
屋
」
は
、入
っ

て
き
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、「
請
酒
屋
」
が
ど
の
よ
う
な
職
業
だ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
切
り
口
か
ら
検
討
す
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る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
本
稿
で
は
山
科
家
が
「
大
津
」
と
「
柳
」
を
、
贈
答
や

手
土
産
と
し
て
使
う
場
合
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い

た
の
か
、
さ
ら
に
「
大
津
」
を
使
う
利
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
検

討
の
結
果
、山
科
家
が
「
大
津
」
を
使
う
機
会
と
な
っ
た
の
は
、「
柳
」

を
使
う
べ
き
特
定
の
相
手
に
対
す
る
贈
答
の
ほ
か
、
手
厚
い
お
礼
を

示
し
た
い
場
合
や
、
嘆
願
し
た
い
場
合
以
外
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
「
柳
」
は
、
い
つ
で
も
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
可
能

性
が
高
ま
っ
た
。

ま
た
、「
大
津
」
と
「
柳
」
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
両
者
と
も
ほ

と
ん
ど
同
額
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
大
津
」
を
「
柳
」
の
よ

う
に
贈
答
・
差
し
入
れ
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
一

方
で
「
大
津
」
は
、「
一
荷
」
で
贈
答
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
「
柳
」

と
異
な
り
、
一
樽
を
贈
答
や
手
土
産
と
し
て
い
る
事
例
が
多
か
っ
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、
山
科
家
は
「
大
津
」
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
贈
答
・
差
し
入
れ
代
を
含
む
交
際
費
を
節
約
す
る
事
が

出
来
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
山
科
家
の
酒
の
入
手

方
法
が
い
つ
ま
で
継
続
し
て
い
た
の
か
、今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）	

小
野
晃
嗣
「
中
世
酒
造
業
の
発
達
」（『
日
本
産
業
発
達
史
の
研
究
』

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
四
一
年
、
初
出
一
九
三
六
年
） 

。

（
2
）	

小
野
晃
嗣
「
中
世
酒
造
業
の
発
達
」（
既
出
）。

（
3
）	

早
島
大
祐
「
戦
国
時
代
の
土
倉
酒
屋
役
と
室
町
幕
府
」（『
首
都
の
経

済
と
室
町
幕
府
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
二
〇
〇
一
年
）。

（
4
）	『
蜷
川
家
文
書
』
四
一
四
号
、「
幕
府
政
所
條
々
事
書
」。

（
5
）	

応
仁
・
文
明
の
乱
中
に
山
科
家
は
、
近
江
国
坂
本
へ
避
難
し
、
京
都

と
坂
本
を
行
き
来
す
る
生
活
を
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

下
坂
守
「
坂
本
の
「
寺
家
御
坊
」
と
山
科
家
」（『
中
世
寺
院
社
会
の

研
究
』
思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
一
年
、初
出
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
6
）	『
山
科
家
礼
記
』
に
は
、
豊
原
氏
が
他
の
日
に
も
「
山
崎
」
の
酒
を
持

参
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
例
え
ば
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
二

月
二
日
条
の
「
豊
筑
州
太
子
丸
被
レ 

預
候
、山
崎
持
来
候
也
、酒
候
也
」

や
、
同
年
一
一
月
二
一
日
条
の
「
筑
州
山
崎
今
朝
出
来
、
餅
・
酒
御

返
事
遣
候
也
」
等
で
あ
る
。

（
7
）	

菅
原
正
子
「
山
科
家
の
家
司
大
沢
久
守
と
山
城
国
山
科
東
荘
」（
同
『
中

世
の
武
家
と
公
家
の
「
家
」』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
8
）	

志
賀
節
子
「
戦
国
初
期
京
郊
山
科
東
庄
に
お
け
る
領
主
と
村
」（
同
『
中

世
荘
園
制
社
会
の
地
域
構
造
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
七
年
。
初
出
二

〇
〇
四
年
）。

（
9
）	
志
賀
節
子「
戦
国
初
期
京
郊
山
科
東
庄
に
お
け
る
領
主
と
村
」（
既
出
）。

（
10
）	

小
野
晃
嗣
「
中
世
酒
造
業
の
発
達
」（
既
出
）。
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（
11
）	

松
永
和
浩
「
室
町
社
会
と
酒
―
『
看
聞
日
記
』
を
中
心
に
―
」（『
首

都
京
都
と
室
町
幕
府
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
二
年
）。
こ
の
論
文
に
は
、

そ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
酒
関
係
の
先
行
研
究
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

（
12
）	

河
内
将
芳
「
柳
酒
屋
に
つ
い
て
」（『
中
世
京
都
の
民
衆
と
社
会
』
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
二
年
）。

（
13
）	

た
だ
し
、
応
仁
・
文
明
の
乱
中
に
は
「
本
所
庵
主
御
方
へ
御
出
、
柳

一
桶
・
肴
被
レ
持
、
ム
シ
ム
キ
沙
汰
也
」（『
山
科
家
礼
記
』
応
仁
二
年

二
月
二
日
条
）
や
、「
今
夕
公
家
御
方
之
御
汁
東
坊
城
大
蔵
卿
殿
御
沙

汰
、
中
酒
本
所
御
沙
汰
柳
一
桶
入
也
」（『
同
』
応
仁
二
年
四
月
二
二

日
条
）
な
ど
の
よ
う
に
、「
柳
」
一
桶
を
手
土
産
に
し
た
記
事
も
確
認

で
き
る
。

（
付
記
）

本
稿
は
、
科
研
費
（
若
手
研
究
・
二
四
Ｋ
一
六
一
六
七
）
の
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。


